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 校長 上野裕文 

 

新年おめでとうございます。皆様におかれましては、穏やかなお正月を迎えられたことと

思います。ご健勝で幸多い年になりますことを心からお祈り申し上げます。本年も変わらぬ

ご支援、ご協力をお願い申し上げます。始業式の話を抜粋して掲載いたします。 

 いよいよ３学期のスタートです。今年は干支で言うと酉年ということで皆さんも年賀状に

ニワトリの絵などを入れた人も多いかと思います。干支とは、この世界の全てを１２に区分

けしたものですが、その１０番目に当たる酉年は、時期で言えば、植物の成長が極限を迎え、

果実なら熟した状態を表しているとされています。後に覚えやすくするために動物の酉が割

り当てられたそうです。 

 酉は「とりこむ」ということで商売につながるとされたり、行動力があり積極的、親切で

世話好きであるという意味もあるそうです。また、ニワトリは朝 1 番に鳴くため、縁起のい

い動物とされています。そういう風に考えると今年は、酉のように素早く動き、行動力があ

り、願いが通じる縁起の良い年とも言えます。皆さんにとっても色々な面でうまくいく１年

になることを願っています。 

  さて、「１年の計は元旦にあり」といわれます。今も各学年代表の生徒が力強く決意や抱

負を述べてくれました。素晴らしい決意表明でした。是非実現できるよう心から期待してい

ます。 

 今年も二日、三日と箱根駅伝大会が行われました。皆さんもテレビを見た人が多いと思い

ますが、今年も多くのドラマが生まれ、大きな感動がありました。 

 この箱根駅伝を見ると私は毎年感動させられます。なぜかというと一本のタスキを次の人

に繋げるために、自分の限界まで努力する姿に心打たれるからです。優勝するための努力。

来年のシード権を得るために１０位以内に入るための努力。タイムオーバーになって棄権を
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しないための努力。チームによって様々な目標があるわけですが、どの目標も尊い目標であ

り、チーム全員の限界ぎりぎりの努力によって達成されるものです。目標が達成できなかっ

た時の悔し涙、チームメイトへの謝罪、また、それをかばい合う仲間の温かい友情、信頼感。

勝っても負けても実に爽やかですがすがしい気持にさせられます。そこには共通の目標に向

かって、仲間同士切磋琢磨し、精一杯努力してきた絶対的な信頼関係があります。以前優勝

したチームのインタビューで毎日の練習内容が紹介されました。毎日３０ｋｍ～４０ｋｍ走

っているそうです。朝５ｋｍ～１０ｋｍ、午後２０ｋｍ～３０ｋｍ、日によって内容も若干

変わるとは思いますが、基本的にはこれくらいの距離を１年３６５日ほぼ毎日走っているそ

うです。それだけの努力に裏付けされた結果とも言えます。皆さんには、華やかさの陰には、

こういう人知れず努力している姿があることを是非知っておいてほしいと思います。 

 さて、３学期は、年度の中で一番短い期間にもかかわらず、一番大切な学期でもあります。

それは、１年間の全ての評価がなされるときだからです。最後の締めくくりを手を抜かずに

しっかりとやり遂げて、無事、次の目標に向けて、駅伝のようにタスキを引き継いでいって

ほしいと思います。 

 ３年生は、自ら選択した進路実現を確実に果たし、立派に卒業して下さい。２年生は、先

輩が築いてきた伝統を受け継ぎ、最上級生になる心構えをしっかり持ってください。そして

１年生は、本当の意味で先輩と呼ばれるに足る実力をつけ、後輩を支えられる人になってく

ださい。先生方も精一杯応援します。一緒にがんばりましょう。  

 

 

 

 

 

1月の主な行事 

 

 

6日(金) ３学期始業式 

 9日(月)  成人の日 

12日(木) Webテスト 

13日(金) 基礎テスト（国、数、英） 

17日(火) 全校朝会 

20日(金) スキー授業（１・２年） 

 

 

24日(火)  第４回定期テスト（３年） 

三者面談（３年）～26日(木)まで 

25日(水)  第４回定期テスト（３年） 

27日(金) 新入生保護者説明会 

31日(火) ＮＲＴ学力テスト（国、数、英） 

 


